水を電子源、二酸化炭素を電子受容体とする人工光合成システムの構築 by 高 榕輝
学 位 論 文 要 約  
 
論文題名 
Construction of an artificial photosynthetic system using 
water aselectron donor and CO2 as electron acceptor 
（水を電子源、二酸化炭素を電子受容体とする人工光合成システムの構築） 
 
（ふりがな）     こう ようき 
学位申請者     高 榕輝  


































している。（「H. Inoue. et al, J. Am. Chem. Soc. 2003, 125, 5734-5740.」）  
② CO2の還元を行う還元末端：ポルフィリン－Re連結錯体によるCO2の可視光還元に成功
している。（量子収率(Φ)＝0.006、触媒回転数＝70「H. Inoue. et al, J. Phys. Chem. C, 






















近年開発されたコールドスプレーイオン化法－質量分析装置（CSI-MS：「K.Yamaguchi. et al, 










ばアセトニトリルやテトラヒドロフランのような溶媒が用いられてきた（「F.Johnson. et al, 
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